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基本目標１　エネルギーを節約し、地球温暖化防止に貢献するまちづくり
【省エネルギー・地球温暖化対策の促進・低炭素社会】

項　目 担当課

環境課

↗

環境保全対策事業 環境課

なし

節水の促進

第３次東浦町の環境を守る基本計画（計画期間 2021年度～2030年度）実施計画

■施策方針○東浦町において排出される温室効果ガス（二酸化炭素）を減らします。
○東浦町におけるエネルギーの使用量を減らします。
○東浦町で使用するエネルギーについて、再生可能エネルギーへの転換を促進します。

■成果指標

実績値（2021年度） 実績値（2022年度） 実績値（2023年度） 実績値（2024年度） 中間目標（2025年度） 最終年度（2030年度）

二酸化炭素の年間排
出量

292千t-CO2
（令和元年度）

277千t-CO2
（令和２年度）

288千t-CO2
（令和３年度）

261千t-CO2
（令和４年度）

298千t-CO2 284千t-CO2

東浦町役場の年間電
力消費量

251,537kＷh/年 261,157kＷh/年 241,439kＷh/年 248,117kＷh/年 285,000kＷh/年 282,000kwh/年 行政課

公共交通「う・ら・ら」
の年間利用者数

222,272人/年 247,412人/年 255,658人/年 253,152人/年 331,000人/年 都市整備課

■基本施策

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」を踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度計画

１-１ エネルギーを
節約する

家庭・事業活動にお
ける省エネルギーの
普及・啓発

省エネルギー行動の
普及のため、「東浦町
環境配慮指針」を活
用するとともに、省エ
ネルギーの取組アイ
デアやヒントを住民か
ら募り、情報共有を行
います。

・家庭や事業所に対
し、省エネ行動を普及
させるため、ホームペ
ージや広報等で「東
浦町環境配慮指針」
を活用した取組情報
を発信する。
・住民から省エネルギ
ーの取組アイデアを
募集し、公開する。

住民や事業者への東
浦環境配慮指針の普
及と省エネ行動の実
施
目標値：東浦町環境
配慮指針の認知度
・30％（住民）
・50％（事業者）

新規

・住民等への東浦町環境配
慮指針住民編)のPR（広報
紙、SNS等への掲載）
・住民アンケート等により省
エネルギーのアイデアを集
める。
・公害防止協定事業者等へ
東浦町環境配慮指針（業者
編）の周知を行う。
・東浦町における二酸化炭
素排出量の把握及び公表

・ホームページで環境配慮
指針（住民・事業者編）を周
知した。
・事業者が実施する環境に
やさしい取組をHPで紹介し
た。
・CO2排出量をHPで公開し
た。

・住民等への東浦町環境
配慮指針住民編)のPR（
広報紙、SNS等への掲載
）
・住民アンケート等により
省エネルギーのアイデア
を集める。
・公害防止協定事業者等
へ東浦町環境配慮指針（
業者編）の周知を行う。
・東浦町における二酸化
炭素排出量の把握及び
公表

省エネルギーの取り
組み普及啓発

事業者へ東浦町環境
配慮指針（事業者編）
を周知し、省エネルギ
ーのアイデアを事業
者へ提供する。

商工農政課
町ホームページに掲
載し、取組事例、アイ
デアを公表する。

新規
ホームページ等で取り組み
やアイデアを募集する。

ホームページ等で取り組
みやアイデアを募集する
。

節水は、浄化・汚水
処理に関わるエネル
ギーの削減に効果が
あり、二酸化炭素の
削減につながること
から、住民・事業者に
対して節水を呼び掛
けます。

水道施設維持管理事
業

節水を広報紙やホー
ムページ等で啓発す
る。

水循環管理課
節水を広報紙やホー
ムページ等で啓発す
る。

新規 節水を広報紙やホームペ
ージ等で啓発する。

節水を広報紙やホームペー
ジ等で啓発した。

節水を広報紙やホームペ
ージ等で啓発する。

環境にやさしい建築
物・住宅の普及

「愛知県建築物環境
配慮制度～CASBEE
あいち～」「あいちエ
コ住宅ガイドライン」
などを広報などでの
紹介を通じて、環境に
やさしい建築物・住宅
を普及します。

建築に関する業務
町ホームページや広
報紙に掲載し、制度
の周知を図ります。

建築施設課
環境にやさしい建築
物・住宅を普及します
。

継続 町ホームページや広報紙
等で周知する。

町ホームページで周知した
。

町ホームページや広報紙
等で周知する。
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」を踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度計画

電気自動車１台購入

環境保全対策事業 環境課

１-１ エネルギーを
節約する

次世代自動車やエコ
カーの普及促進

次世代自動車（電気
自動車、燃料電池車
など）やハイブリッドカ
ーなどを広報などで
紹介し、ガソリンカー
からの切り替えを促
進するとともに、公共
施設へ電気自動車充
電施設などの設置を
推進します。

・公用車更新事業
・電気自動車充電施
設整備事業

公用車にPHV車を導
入するとともに、役場
敷地内に電気自動車
充電施設を設置する
。

行政課

PHV車の導入及び電
気自動車充電施設の
設置により、省エネル
ギーを推進する。

新規
公用車更新計画に基づき
計画的にエコカーを導入す
る。

公用車更新計画に基づき
計画的にエコカーを導入
する。

施設マネジメント事務

公共施設を新たに建
設する際等に、電気
自動車充電施設など
の設置について助言
する。

財政経営課

公共施設を新たに建
設する際等に、電気
自動車充電施設など
の設置について図ら
れるようにする。

新規

協議の場が設けられた際
には、協議に参加して、電
気自動車充電施設などの
設置について助言をする。

再配置計画基づく、森岡地
区拠点施設基本構想（案）
の検討において、会議内で
脱炭素社会の実現に関す
る議論を行った。

協議の場が設けられた際
には、協議に参加して、
電気自動車充電施設など
の設置について助言をす
る。

・次世代自動車を購
入する住民に対し、
購入費の一部を補助
を行う。
・次世代自動車につ
いて、ホームページ
や広報等で紹介し、
普及促進を図る。

次世代自動車購入費
の補助及び広報等の
活用により、次世代
自動車への切り替え
を促進する。

継続

・次世代自動車を購入する
住民に対し、補助金を交付
・広報紙やホームページ等
での啓発

・次世代自動車を購入する
住民に対し、補助金を交付
した。
　補助金交付件数：35件
・広報紙（4月号）やホーム
ページ（4月更新）で啓発を
行った。
・近隣の自動車販売事業者
に周知した。

・次世代自動車を購入す
る住民に対し、補助金を
交付
・広報紙やホームページ
等での啓発

防犯灯･交通安全灯の
LED化の推進

道路に設置している
防犯灯や交通安全灯
について、引き続き
LED照明への切り替
えを推進します。

防犯灯・交通安全灯
LED化

防犯灯及び交通安全
灯のLED化推進を実
施する。

土木管理課 町内の防犯灯及び交
通安全灯のLED化

継続 防犯灯及び交通安全灯の
LED化推進を実施する。

防犯灯及び交通安全灯の
修繕（取替）時にLED照明へ
の切り替えを行った。

防犯灯及び交通安全灯
のLED化推進を実施する
。

「う・ら・ら」など公共交
通の利用促進

自動車利用を減少さ
せるために、「う・ら・
ら」などの公共交通機
関の利用を広報など
により促進します。

東浦町運行バス「う・
ら・ら」運行事業

広報紙に不定期で「う
・ら・ら」を周知する記
事を掲載するほか、
産業まつりでの利用
促進イベントの開催、
町内の一部の保育園
及び幼稚園でバスの
乗り方教室を実施。

都市整備課

公共交通「う・ら・ら」
の年間利用者数
令和７年度：331,000
人

継続

広報紙に不定期で「う・ら・
ら」を周知する記事を掲載
するほか、産業まつりでの
利用促進イベントの開催、
町内の一部の保育園及び
幼稚園でバスの乗り方教室
等を実施し、利用促進を図
る。
また、10月のダイヤ改正に
ついても周知徹底を図って
いく。

・新規採用職員向け公共交
通研修を開催。
・バス通学を控えた年長園
児を対象に4回（緒川、石浜
西、藤江、東ヶ丘）、高齢者
を対象に4回（森岡、新田、
生路、藤江）、民生委員を対
象に1回（９月定例会）、産
業まつりで1回バスの乗り方
教室を開催。県民の日学校
ホリデーイベン
ト「まなびっこひがしうら」に
て「う・ら・ら」に関するクイズ
ブースを出店。
・夏休みイベント（バス車内
アナウンス録音会・バス車
庫ナイトツアー）を開催。
・広報ひがしうらにダイヤ改
正の特集記事を掲載。
・ダイヤ改正の内容と近隣
自治体のコミュニティバスを
乗り継いでお出かけす
るプランを紹介した公共交
通パンフレットを作成。

広報紙に不定期で「う・ら
・ら」を周知する記事を掲
載するほか、産業まつり
での利用促進イベントの
開催、町内の一部の保育
園及び幼稚園でバスの乗
り方教室等を実施し、利
用促進を図る。
また、10月のダイヤ改正
についても周知徹底を図
っていく。

徒歩や自転車利用の
促進

自動車利用を減少さ
せるため、自転車や
徒歩移動を促進する
とともに、歩道・自転
車通行帯などの確保
に努めます。

道路改良事業、都市
計画道路整備事業の
実施

歩道・自転車歩行者
道の新設及び改良 建設企画課

歩道・自転車歩行者
道の整備 継続

藤江線を始めとした歩道・
自転車歩行者道の用地買
収

・吉田線の歩道の用地買収
を実施した。
・町道養父森岡線の用地買
収を実施した。

藤江線を始めとした歩道・
自転車歩行者道の用地
買収

高齢者の免許返納の
促進

自動車利用を減少さ
せるとともに、交通安
全性の向上のため、
高齢者による運転免
許証の自主返納を促
進します。

高齢者運転免許自主
返納支援事業

支援内容
【うらら】以下から１つ
選択
定期券３ヶ月分また
は回数券6,000円分

【その他の公共交通
機関】以下から１つ選
択
タクシー助成券3,000
円分
TOICA3,000円分
manaca3,000円分
その他（交通系ＩＣカ
ードへの入金3,000円
分）

住民自治課
公共交通機関の利用
促進 新規

支援内容
【うらら】以下から１つ選択
定期券３ヶ月分または回数
券6,000円分

【その他の公共交通機関】
以下から１つ選択
タクシー助成券3,000円分
TOICA3,000円分
manaca3,000円分
その他（交通系ＩＣカードへ
の入金3,000円分）

【うらら】
定期券３ヶ月分の支援
・１名
回数券6,000円分の支援
・145名

【その他交通機関】
タクシー助成
・52名
TOICA助成
・41名
manaca助成
・26名
ICカードへの入金3,000円
・27名

支援内容
【うらら】以下から１つ選択
定期券３ヶ月分または回
数券6,000円分

【その他の公共交通機関
】以下から１つ選択
タクシー助成券3,000円分
TOICA3,000円分
manaca3,000円分
その他（交通系ＩＣカード
への入金3,000円分）
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」を踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度計画

環境保全対策事業 環境課

１-１ エネルギーを
節約する

東浦町における省エ
ネルギーの率先行動

東浦町の職員、関係
施設における省エネ
ルギーの取組を徹底
させるとともに、公共
施設における省エネ
ルギー機器の導入、
照明のLED化を推進
します。（東浦町地球
温暖化対策実行計画
（事務事業編）を推進
します。）

東浦町地球温暖化対
策実行計画（事務事
業編）の実践

東浦町地球温暖化対
策実行計画（事務事
業編）を推進する。

行政課

東浦町の事務・事業
における温室効果ガ
ス排出量を削減し、地
球温暖化防止を図る
。

継続

第３次東浦町地球温暖化
対策実行計画（事務事業編
）に基づき、温室効果ガス
の削減に努める。

第３次東浦町地球温暖化対
策実行計画（事務事業編）
に基づき、温室効果ガスの
削減に努めた。

第３次東浦町地球温暖化
対策実行計画（事務事業
編）に基づき、温室効果
ガスの削減に努める。

職員に対し、省エネ
ルギ―の行動の一環
として、公用自転車の
利用を促進する。

・省エネルギー行動
の意識付け及び公用
自転車の利用促進

継続

・公開羅針盤等で省エネル
ギー行動や公用自転車の
利用について周知する。
・CO2の削減効果を集計し
、公表する。

・環境月間（６月）に合わせ
て、公用自転車の利用促進
周知した。
・公用自転車の利用に係る
CO2の削減量を集計し、ホ
ームページで公表した。

・公開羅針盤等で省エネ
ルギー行動や公用自転
車の利用について周知す
る。
・CO2の削減効果を集計
し、公表する。

消防分団詰所のLED
化

消防分団詰所のLED
化推進を実施する。

防災課 消防分団詰所のLED
化

新規 消防分団詰所のLED化を
検討する。

消防分団詰所LED化の具
体的なスケジュールを決定
した。

消防分団詰所のLED化を
検討する。

・福祉センター運営管
理事業
・老人憩の家管理事
業

福祉センターの適切な
施設管理、運営を行う
一環として令和２年度よ
り照明器具をリース契
約にてLED化を完了し
た。今後も維持していく
。また、老人憩の家も含
め、耐用年数を超える
ような空調器具につい
ては計画的に新し空調
器具に変更していく。

ふくし課

省エネルギー化を図
りつつ、活用しやすい
福祉センター及び老
人憩の家を目指す。

継続

引き続き、照明器具（LED）
のリース契約を行う。また、
耐用年数を越えるような空
調器具については、計画的
に新しい空調器具に替え、
省エネルギー化を図る。

照明器具（LED）のリース契
約を継続した。また、耐用年
数を越えるような空調器具
については、計画的に新し
い空調器具に替え、省エネ
ルギー化を図った。

引き続き、照明器具
（LED）のリース契約を行
う。また、耐用年数を越え
るような空調器具につい
ては、計画的に新しい空
調器具に替え、省エネル
ギー化を図る。

・保育園維持管理費
・児童館維持管理費
・なかよし学園運営費
・総合子育て支援セ
ンター維持管理費

適宜、LEDの照明に
取り換えます。

児童課
教育課

LED化の推進を図り
ます。 継続 適宜、LEDの照明に取り換

え、推進を図ります。
児童館の照明器具のLED
化を実施した。

適宜、LEDの照明に取り
換え、推進を図ります。

保健センター運営管
理費

保健センターのLED
化推進を実施する。

健康課
LED化の推進を図り
ます。

継続
適宜、LEDの照明に取り換
え、推進を図ります。

LEDの照明に取り換えを行
った。

適宜、LEDの照明に取り
換え、推進を図ります。

勤労福祉会館照明器
具LED交換業務

省エネルギー型照明
器具への取替えと施
設改修時の省エネ機
器の導入を検討する
。

商工農政課 LED化の推進を図り
ます。

継続 適宜、LEDの照明に取り換
え、推進を図ります。

施設内の電球のLED化が
完了したため、適切な維持
管理を実施した。

適宜、LEDの照明に取り
換え、推進を図ります。

照明のLED化
公園内のLED化を推
進する。

都市整備課 LED化の推進 継続
公園内のLED化を推進する
。

三ッ池公園 LED化１基
公園内のLED化を推進す
る。

省エネルギー機器の
導入

施設改修時等に省エ
ネルギー機器への取
替え及び導入検討

教育課
省エネルギー機器の
導入

継続
施設改修時に省エネルギ
ー機器への取替え及び導
入検討

省エネルギー機器を導入す
べき改修工事はなかった。

施設改修時に省エネルギ
ー機器への取替え及び導
入検討

・文化センター施設整
備費
・地区コミュニティセン
ター等施設整備費
・郷土資料館管理費

省エネルギー空調及
びLED照明への取替
えと改修時の省エネ
ルギー機器の導入を
検討

学び支援課
住民自治課
観光交流課

省エネルギー機器の
導入 継続

省エネルギー機器への取
替え及び改修時での導入
を検討する。

・文化センターは、省エネル
ギー機器を導入すべき改修
工事はなかった。
・卯ノ里コミュニティセンター
の空調設備更新工事を行っ
た。
・緒川及び石浜コミュニティ
センターセンターの照明を
LED化した。

省エネルギー機器への取
替え及び改修時での導入
を検討する。

体育館・はなのき会
館管理事業
ふれあいセンター管
理運営事業

適宜、LED照明に取り
換えています。

学び支援課 LED化の推進を図り
ます。

継続 適宜、LEDの照明に取り換
え、推進を図ります。

ふれあいセンター及び藤江
コミュニティセンターの照明
をLED化した。

適宜、LEDの照明に取り
換え、推進を図ります。

中央図書館管理事業

施設内照明をすべて
LED照明に取替済み
です。改修時に省エ
ネルギー機器の導入
を検討します。

学び支援課 省エネルギー機器の
導入

継続
省エネルギー機器への取
替え及び改修時での導入
を検討する。

省エネルギー機器を導入す
べき改修工事はなかった。

省エネルギー機器への取
替え及び改修時での導入
を検討する。

給食センター維持管
理事業

LEDへの取替え及び
改修時のLEDの導入
を検討

教育課 LED化の推進 継続
LEDへの取替え及び改修
時のLEDの導入を検討する
。

森岡小及び東浦中を除く８
校の校舎（屋内運動場等を
除く）の照明器具をLED化改
修を実施した。

LEDへの取替え及び改修
時のLEDの導入を検討す
る。

自転車等駐車場等維
持管理事業

自転車等駐車場等照
明ＬＥＤ化工事実施の
検討

都市整備課 LED化の推進 継続 実施済み

東浦駅西側駅前広場整備
工事に伴い、自転車等駐車
場照明のLED化工事を実施
中。

実施済み
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」を踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度計画

環境課

環境課

環境課

１-２ 再生可能エ
ネルギーを活用す
る

再生可能エネルギー
の活用促進

再生可能エネルギーの
発電、再生可能エネル
ギーを活用した電力購
入などの情報提供を通
じて、住民や事業者に
よる再生可能エネルギ
ーの活用を促進します
。

環境保全対策事業

住民や事業者などに
対して再
生可能エネルギーに
関する情
報提供を行う。

再生可能エネルギー
の活用方法等に関す
る情報提供

新規

・住民等へ再生可能エネル
ギーの活用方法をPRする（
広報紙、SNS等への掲載）
。
・事業者等へ県等が開催す
る講演会などの開催情報を
発信する。

・ホームページ、広報で住宅
用地球温暖化対策機器の
補助金の実施について掲載
した。
・事業者へ県が実施してい
る講演会等の開催情報を情
報提供した。
「あいち省エネセミナー」「省
エネルギー設備等導入支
援事業費補助金」

・住民等へ再生可能エネ
ルギーの活用方法をPR
する（広報紙、SNS等へ
の掲載）。
・事業者等へ県等が開催
する講演会などの開催情
報を発信する。

太陽光発電などの再生
可能エネルギー創出の
促進

自然環境や近隣の生
活環境に影響を及ぼ
さない範囲で、情報
提供などを通じて、建
物の屋根などを活用
した太陽光発電など
の再生可能エネルギ
ーの創出を促進しま
す。

環境保全対策事業

住民や事業者などに
対して再
生可能エネルギーに
関する情
報提供を行う。

建物の屋根などに再
生可能エネルギーを
創出する太陽光パネ
ルなどの設置を促進

新規

・住民等へ再生可能エネル
ギーの創出をPR（広報紙、
SNS等への掲載）
・事業者等へ県等が開催す
る講演会などの開催情報を
発信する。

・ホームページ、広報で住宅
用地球温暖化対策機器の
補助金の実施について掲載
した。
・事業者へ県が実施してい
る講演会等の開催情報を情
報提供した。
「あいち省エネセミナー」「省
エネルギー設備等導入支
援事業費補助金」

・住民等へ再生可能エネ
ルギーの創出をPR（広報
紙、SNS等への掲載）
・事業者等へ県等が開催
する講演会などの開催情
報を発信する。

農地における農業と
太陽光発電の両立に
ついての紹介

農地法により太陽光
発電システムのパネ
ル下部にて農業を続
けていく形式の太陽
光発電事業は認めら
れることから、近隣の
環境に影響を及ぼさ
ない範囲での農地に
おける太陽光発電を
紹介します。

営農型太陽光発電事
業

町ホームページ等に
掲載し、制度の周知
を図ります。

商工農政課 農業と太陽光発電の
両立を紹介します。

継続 町ホームページ等に掲載し
、制度の周知を図ります。

町ホームページ等に掲載し
、制度の周知を図った。

町ホームページ等に掲載
し、制度の周知を図りま
す。

公共施設における再
生可能エネルギーの
創出・活用の推進

東浦町が管理する施
設の屋上や敷地内を
活用した太陽光発電
など、公共施設にお
ける再生可能エネル
ギーの創出や、再生
可能エネルギーの購
入・活用などを推進し
ます。

環境保全対策事業

役場における再生可
能エネルギー活用を
推進するため、情報
提供等を行う。

再生可能エネルギー
の活用促進

新規

必要に応じて、国や県等か
らの再生可能エネルギー関
する情報について関係各課
へ情報提供を行う。

・関係各課へ再生可能エネ
ルギーに関する情報提供を
行った。

必要に応じて、国や県等
からの再生可能エネルギ
ー関する情報について関
係各課へ情報提供を行う
。

施設マネジメント事務

公共施設を新たに建
設する際等に、再生
可能エネルギーの活
用について助言する
。

財政経営課

公共施設を新たに建
設する際等に、再生
可能エネルギーの活
用が図られるようにす
る。

新規

協議の場が設けられた際
には、協議に参加して、、再
生可能エネルギーの活用
について助言をする。

再配置計画基づく、森岡地
区拠点施設基本構想（案）
の検討において、会議内で
脱炭素社会の実現に関す
る議論を行った。

協議の場が設けられた際
には、協議に参加して、、
再生可能エネルギーの活
用について助言をする。

・庁舎管理事業
・電力需給事業

役場における再生可
能エネルギー活用の
推進
環境を配慮した電力
需給会社からの電力
購入

行政課

役場屋上等への太陽光
パネル設置について検
討する。
再生可能エネルギーを
活用した電力需給会社
からの電力購入を検討
する。

継続
役場において、太陽光パネ
ル等の設置の可否及び効
果を検討する。

再生可能エネルギーを創出
する機器の導入を検討した
。

役場において、太陽光パ
ネル等の設置の可否及
び効果を検討する。

防災倉庫、消防分団
詰所の再生可能エネ
ルギーの創出等の推
進

防災倉庫、消防分団
詰所の再生可能エネ
ルギーの創出等の推
進を実施する。

防災課

防災倉庫、消防分団
詰所の再生可能エネ
ルギーの創出等の推
進

新規
防災倉庫、消防分団詰所
の再生可能エネルギーの
創出等を検討する。

防災倉庫、消防分団詰所の
再生可能エネルギーの創
出等を検討をした。

防災倉庫、消防分団詰所
の再生可能エネルギーの
創出等を検討する。

・福祉センター運営管
理事業
・老人憩の家管理事
業

福祉センターの適切
な施設管理や運営、
老人憩の家の施設管
理を行う上で、再生可
能エネルギーの活用
について考慮をする。

ふくし課

福祉センターの適切な
施設管理や運営、老人
憩の家の施設管理を行
う上で、再生可能エネ
ルギーの活用が可能で
あるか考慮し取り組ん
でいく。

継続

今後も各施設の管理を行う
上では、再生可能エネルギ
ーの活用が可能であるかを
考慮する。

各施設の管理を行う上では
、再生可能エネルギーの活
用が可能であるかを考慮し
た。

今後も各施設の管理を行
う上では、再生可能エネ
ルギーの活用が可能であ
るかを考慮する。

・児童館維持管理費
・総合子育て支援セ
ンター維持管理費

藤江児童館及び総合
子育て支援センター
で、太陽光パネルを
設置し、太陽光エネ
ルギーの活用を行っ
ています。

児童課
教育課

既存の設置済み施設
の管理を行うとともに
、他施設においても
設置可能か検討しま
す。

継続

既存の設置済み施設の管
理を行うとともに、他施設に
おいても設置可能か検討し
ます。

既存の設置済み施設の管
理を行うとともに、他施設に
ついても設置可能か検討し
た。

既存の設置済み施設の
管理を行うとともに、他施
設においても設置可能か
検討します。

保健センター運営管
理費

保健センターの適切
な施設管理を行う上
で、再生可能エネル
ギーの活用について
考慮をする。

健康課

保健センターの適切
な施設管理を行う上
で、再生可能エネル
ギーの活用について
考慮し取り組んでいく
。

継続

今後も施設の管理を行う上
では、再生可能エネルギー
の活用が可能であるかを考
慮する。

再生可能エネルギーを創出
する機器を導入すべき改修
工事はなかった。

今後も施設の管理を行う
上では、再生可能エネル
ギーの活用が可能である
かを考慮する。

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

敷地内太陽光発電の
導入を検討する。

商工農政課

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

新規
施設管理を行う上で、再生
可能エネルギーの活用が
可能か検討する。

敷地内太陽光発電の導入
に至っていない。

施設管理を行う上で、再
生可能エネルギーの活用
が可能か検討する。

再生可能エネルギー
の創出・活用の推進

施設改修時に再生可
能エネルギーを創出
する機器の導入

都市整備課 再生可能エネルギー
機器の導入

新規
施設改修時に再生可能エ
ネルギーを創出する機器の
導入検討

実績なし
施設改修時に再生可能
エネルギーを創出する機
器の導入検討

再生可能エネルギー
の創出・活用の推進

施設改修時に再生可
能エネルギーを創出
する機器の導入

教育課 再生可能エネルギー
機器の導入

新規
施設改修時に再生可能エ
ネルギーを創出する機器の
導入検討

再生可能エネルギーを創出
する機器を導入すべき改修
工事はなかった。

施設改修時に再生可能
エネルギーを創出する機
器の導入検討

・文化センター維持管
理費
・地区コミュニティセン
ター等維持管理費
・郷土資料館管理費

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

学び支援課
住民自治課
観光交流課

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

継続
施設管理を行う上で、再生
可能エネルギーの活用が
可能か検討する。

再生可能エネルギーを創出
する機器を導入すべき改修
工事はなかった。

施設管理を行う上で、再
生可能エネルギーの活用
が可能か検討する。

体育館・はなのき会
館管理事業
ふれあいセンター管
理運営事業

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

学び支援課

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

継続
施設管理を行う上で、再生
可能エネルギーの活用が
可能か検討する。

再生可能エネルギーを創出
する機器を導入すべき改修
工事はなかった。

施設管理を行う上で、再
生可能エネルギーの活用
が可能か検討する。

中央図書館管理事業

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

学び支援課

施設管理を行う上で、
再生可能エネルギー
の活用が可能か検討
する。

継続
施設管理を行う上で、再生
可能エネルギーの活用が
可能か検討する。

再生可能エネルギーを創出
する機器を導入すべき改修
工事はなかった。

施設管理を行う上で、再
生可能エネルギーの活用
が可能か検討する。

給食センター維持管
理事業

屋根の上に設置して
ある太陽光パネルで
再生可能エネルギー
の創出及び売電を行
う。

教育課 再生可能エネルギー
の創出及び活用 継続 再生可能エネルギーを創

出し、売電する。
8,377ｋｗｈの再生可能エネ
ルギーを創出し、売電した。

再生可能エネルギーを創
出し、売電する。
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１-３ 気候の変動
に適応する

クールシェア、ウォー
ムシェアの普及

急激な気候変動への
対応とともに、省エネ
ルギーのため、夏季
に冷房、冬季に暖房
の効いた公共施設や
商業施設などで住民
が時間を過ごすことを
促進します。そのため
、住民が利用可能な「
シェアスポット」を公共
施設や商業施設など
で確保するとともに、
住民への情報提供、
利用促進を行います
。

庁舎整備事業
役場ロビー等を活用
したシェアスポットの
推進

行政課
役場庁舎内へのシェ
アスポットの整備につ
いて検討する。

新規

役場庁舎内へのシェアスポ
ットの設置を含めた計画的
な庁舎整備について検討す
る。

１Fロビーに自動販売機・椅
子等を設置し、休憩や待合
場所として活用した。

役場庁舎内へのシェアス
ポットの設置を含めた計
画的な庁舎整備について
検討する。

中央図書館管理事業
シェアスポットの導入
検討

学び支援課
シェアスポットの導入
により施設の利用促
進を図る。

新規
シェアスポットの設置を含
めた計画的な整備について
検討する。

空調管理を適切に行い、利
用者が快適に過ごせるよう
館内環境の整備を行った。

シェアスポットの設置を含
めた計画的な整備につい
て検討する。

環境保全対策事業

・公共施設等をシェア
スポットとして登録、
確保に努める。
・住民等へホームペ
ージ等でシェアスポッ
トの利用を促進する。

環境課

・公共施設のシェアス
ポットの登録
・住民等へのシェアス
ポットの認知度向上

新規

・公共施設等に対して、シェ
アスポット登録を促進
・住民等へホームページ等
を利用し、クール・ウォーム
シェアをPR
・公共施設等のクーリング
シェルター指定を促進する
。

・ホームページでクール・ウ
ォームシェアについてPRし
た。
・公共施設等のクーリングシ
ェルターを指定、促進した。

・公共施設等に対して、シ
ェアスポット登録を促進
・住民等へホームページ
等を利用し、クール・ウォ
ームシェアをPR
・公共施設等のクーリング
シェルター指定を促進す
る。

熱中症予防対策の普
及啓発

夏季の熱中症被害の
増加が懸念されるた
め、熱中症予防対策
を、広報などを通じて
普及・啓発します。

健康増進事業
介護予防事業

保健センターで実施
する健康教室におい
て、参加者に向けた
健康講話の容に熱中
症の内容を取り入れ
ることが可能か検討
する。

健康課
健康教育を実施する
際、熱中症に関する
内容を取り入れる。

継続

・各種健康教室内で実施す
る健康講話の際に、熱中症
に関する内容を取り入れる
。
・熱中症対策に関する記事
を広報及びホームページに
掲載する。
・熱中症対策のチラシを関
係部局に配布する。
・熱中症対策普及団体指定
事業を開始する。

・各種健康教室内で実施す
る健康講話の際に、熱中症
に関する内容を取り入れた
。
・熱中症対策に関する記事
を広報及びホームページに
掲載した。
・熱中症対策のチラシを関
係部局に配布した。
・熱中症対策普及団体指定
事業を開始した。

・各種健康教室内で実施
する健康講話の際に、熱
中症に関する内容を取り
入れる。
・熱中症対策に関する記
事を広報及びホームペー
ジに掲載する。
・熱中症対策のチラシを
関係部局に配布する。
・熱中症対策普及団体指
定事業を開始する。

豪雨･土砂災害への
治水･防災対策の推
進

集中豪雨や局地的大
雨などの災害を減ら
すため、河川などの
治水や斜面地の土砂
災害対策、避難対策
を引き続き行います。

河川水路維持管理事
業

町内の河川改修工事
を促進する。
河川提の草刈りの実
施

建設企画課
土木管理課

水循環管理課

　町内河川における
河川改修工事を促進
する。
　町内河川における
草刈実施

継続

　須賀川を始めとした河川
改修工事の促進
　岡田川、明徳寺川、豆搗
川、須賀川において草刈り
を年1回実施

　豆搗川は河川改修工事を
実施中。
　岡田川、明徳寺川、豆搗
川、須賀川において草刈り
を年1回実施した。

　須賀川を始めとした河
川改修工事の促進
　岡田川、明徳寺川、豆
搗川、須賀川において草
刈年1～２回を適宜実施

防災情報等の住民へ
の周知

防災マップの配
布、HPでの情報の公
開等の実施

防災課
住民の防災知識、意
識の向上 継続

随時、必要な方へ防災マッ
プの配布

防災課、イオンモール東浦
行政サービスコーナー、町
施設で必要な方へ防災マッ
プを配布した。

随時、必要な方へ防災マ
ップの配布
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基本目標２　自然と生き物を大切にするまちづくり
【生物多様性の保全・自然共生社会】（東浦町生物多様性地域戦略）

項　目 担当課

7.9 8 8.4 ↗

環境課

環境課

遊休農地の面積 22ha 28ha 30ha 29ha 21ha 20ha 農業振興課

28.0% 35% ↗

19.9% 30% ↗

46.0% 46.0% 43.0% 43.0% 50% ↗

第３次東浦町の環境を守る基本計画（計画期間 2021年度～2030年度）　実施計画

■施策方針○自然地の面積や緑の量を減らさないようにします。
○地域の在来種を保護し、特定外来生物を侵入防止、駆除します。
○暮らしと自然・文化との関係を深めます。

■成果指標

実績値（2021年度） 実績値（2022年度） 実績値（2023年度） 実績値（2024年度） 中間目標（2025年度） 最終年度（2030年度）

住民1人あたりの公
園面積

7.8㎡/人 8.0㎡/人 都市整備課

自然観察会において
確認した指標種の種
数

26種 26種 26種 26種 25種 36種

里山保全活動（東浦
自然環境学習の森）
に参加する年間延べ
人数

2,540人/年 2,899人/年 2,515人/年 2,190人/年 2,900人/年 3,200人/年

まちなみの美しさ、快
適な住環境に対する
満足度

実績なし 環境課
都市計画課

河川・ため池の保全、
親水空間の多さに対す
る満足度

実績なし
土木維持管理課

農業振興課

学校給食の食材にお
ける地産地消率

学校教育課

■基本施策

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

２-１ 緑や水辺の
自然地を守る

公園・緑地の整備及
び適切な管理の推進

市街地内の緑地、地域
の憩いの場、災害時の
拠点などの機能を有す
る公園を計画的に整備
し、維持管理を行いま
す。また、開発事業に
おいて公園・緑地を適
切に創出するように指
導を行います。

公園整備事業
公園等維持管理事業
緑地等維持管理事業
開発事業指導

三丁公園整備事業
於大公園再整備事業
公園等維持管理業務
街路及び緑地等維持
管理業務
開発事業指導

都市整備課

三丁公園整備完了
於大公園再整備完了
公園、緑地の草刈り、
剪定を行う

継続
於大公園再整備工事
公園等草刈、剪定
開発指導

於大公園再整備工事の内
、遊具広場整備工事完了
公園等草刈、剪定を実施し
た。

於大公園再整備工事
公園等草刈、剪定
開発指導

公共施設における緑
化の推進

道路・河川敷、学校、
その他東浦町が管理
する公共施設におい
て、植栽や花壇の整
備などの多様な方法
により、積極的に緑
化を行い、緑や花の
増加を図ります。

庁舎植栽等維持管理
事業

役場敷地内の植栽や
花壇を良好に維持管
理し、景観に配慮した
緑化を行う。

行政課 植栽や花壇等の良好
な維持管理を行う。 継続

花壇や樹木の剪定を含め
、施設の良好な維持管理を
行う。

樹木の選定や草刈等、景
観に配慮した緑化の管理
を行った。

花壇や樹木の剪定を含
め、施設の良好な維持管
理を行う。

防災倉庫敷地内の緑
化の維持

防災倉庫敷地内の緑
化の維持

防災課 防災倉庫敷地内の緑
化の維持

継続 整備等を行い緑化を維持
する。

防災倉庫敷地内の緑地の
草刈り等により、緑化を維
持した。

整備等を行い緑化を維持
する。

老人憩の家管理事業

老人憩の家の維持管
理の一環として、既に
設置されている花壇
や樹木等の維持も含
め行っていく。

ふくし課

今後も引き続き、老
人憩の家維持管理の
一環として、既に設置
されている花壇や樹
木等の維持も含め行
っていく。

継続
引き続き、花壇や樹木等を
含め施設の維持管理を行
っていく。

花壇や樹木等を含め施設
の維持管理を行った。

引き続き、花壇や樹木等
を含め施設の維持管理を
行っていく。

保育園運営事業
児童館運営事業

保育園及び児童館の
花壇等への緑化活動
を推進する。

児童課
教育課

保育園の園児や児童
館に来館する児童と
植樹及び維持管理の
実施

継続

保育園の園児や児童館に
来館する児童と菜園活動を
行う。また、植樹の維持管
理を行う。

保育園の園児や児童館に
来館する児童と菜園活動を
行う。また、植樹の維持管
理を行った。

保育園の園児や児童館
に来館する児童と菜園活
動を行う。また、植樹の維
持管理を行う。

保健センター運営管
理費

保健センター敷地内
の緑化活動を推進す
る。

健康課
保健センター敷地内
の緑化活動の推進 継続

保健センター敷地内の緑
化活動を推進する。

保健センター敷地内の草
刈りを行った。

保健センター敷地内の緑
化活動を推進する。
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

２-１ 緑や水辺の
自然地を守る

公共施設における緑
化の推進

道路・河川敷、学校、
その他東浦町が管理
する公共施設におい
て、植栽や花壇の整
備などの多様な方法
により、積極的に緑
化を行い、緑や花の
増加を図ります。

勤労福祉会館植栽等
維持管理

樹木の剪定、植栽等
の維持管理を行う。

商工農政課 敷地内の樹木や植栽
等の維持管理

継続
敷地内の除草作業や枯草
の清掃を行う。
高木、低木の剪定を行う。

敷地内の除草作業や枯草
の清掃を実施した。
高木、低木の剪定を実施し
た。

敷地内の除草作業や枯
草の清掃を行う。
高木、低木の剪定を行う
。

公園等維持管理事業
公園等の公共施設の
植栽や樹木の剪定と
緑化の推進

都市整備課
公園等の公共施設の
植栽や樹木の剪定と
緑化の推進

継続
公園等の公共施設の植栽
や樹木の剪定と緑化の推
進

公園等の公共施設の植栽
や樹木の剪定と緑化の推
進した。

公園等の公共施設の植
栽や樹木の剪定と緑化の
推進

緑化の推進
学校敷地内の花壇の
管理や樹木の剪定等
の維持管理

教育課 緑化の推進 継続
学校敷地内の花壇の管理
や樹木の剪定等の維持管
理

学校敷地内の花壇の管理
や樹木の剪定を実施した。

学校敷地内の花壇の管
理や樹木の剪定等の維
持管理

・文化センター維持管
理費
・地区コミュニティセン
ター等維持管理費
・郷土資料館管理費

文化センター、地区コ
ミュニティセンター、
公民館、郷土資料館
の敷地内の樹木の剪
定、植栽等緑化の維
持管理を実施

学び支援課
住民自治課
観光交流課

文化センター、コミュ
ニティセンター５地区
（森岡・緒川・卯ノ里・
石浜・生路）、藤江公
民館、郷土資料館の
樹木の剪定、植栽等
緑化の維持管理

継続

文化センター、コミュニティ
センター５地区（森岡・緒川
・卯ノ里・石浜・生路）、藤江
公民館、郷土資料館の樹
木の剪定、植栽等緑化の
維持管理を実施

文化センター、コミュニティ
センター５地区（森岡・緒川
・卯ノ里・石浜・生路）、藤江
公民館、郷土資料館の樹
木の剪定、植栽等緑化の
維持管理を実施した。

文化センター、コミュニテ
ィセンター８地区（森岡・
緒川・卯ノ里・石浜・生路）
、藤江公民館、郷土資料
館の樹木の剪定、植栽等
緑化の維持管理を実施

体育館・はなのき会
館管理事業
ふれあいセンター管
理運営事業
グラウンド・コート管
理事業

体育館等の花壇や樹
木等を含め維持管理
を行う。

学び支援課
施設敷地内の植樹の
維持管理を行う。 継続

引き続き、花壇や樹木等を
含め施設の維持管理を行
う。

引き続き、花壇や樹木等を
含め施設の維持管理を行
う。

引き続き、花壇や樹木等
を含め施設の維持管理を
行う。

中央図書館管理事業敷地内花壇等の緑化
、植栽の適正管理

学び支援課 緑化の推進な等によ
る衛生的な施設管理

継続 花壇や植栽等の維持管理
を適切に行う。

樹木の剪定、花壇や植栽
等の維持管理を実施した。
（令和４年度～指定管理者
が実施）

花壇や植栽等の維持管
理を適切に行う。

給食センター維持管
理事業

緑化活動団体の協力
を得て施設敷地内へ
の植樹及び維持管理
を実施

教育課 施設敷地内への植樹
及び維持管理

継続
緑化活動団体の協力を得
て施設敷地内への植樹及
び維持管理を実施

調理委託業者の業務の一
環として施設敷地内への清
掃・伐採及び維持管理を実
施した。

緑化活動団体の協力を
得て施設敷地内への植
樹及び維持管理を実施

民有地･住宅敷地な
どにおける緑化の促
進

民有地の建物や敷地
に対し、生け垣、屋上
緑化、壁面緑化、緑
のカーテンなどの多
様な方法により、緑
化を促進します。

・東浦町生垣設置及
びブロック塀等撤去
事業
・東浦町都市緑化推
進事業

生垣設置補助のＰＲ
、
東浦町都市緑化推進
事業補助のＰＲ

都市整備課

生垣設置補助のＰＲ
、
東浦町都市緑化推進
事業補助のＰＲ

継続
生垣設置補助のＰＲ、
東浦町都市緑化推進事業
補助のＰＲ

・東浦町都市緑化推進事
業補助のPRを広報にて行
った（4月号）
・生垣設置補助のＰＲを広
報にて行った。（4月号）

生垣設置補助のＰＲ、
東浦町都市緑化推進事
業補助のＰＲ

河川やため池周辺の自
然地としての整備・保
全の推進

河川・ため池のしゅん
渫や草刈などの管理を
実施し保全するとともに
、親しみのある水辺と
するための修景や環境
整備を行います。

河川水路改修事業
河川水路維持管理事
業

明徳寺川に親水施設
の整備を推進する。
河川提の草刈りの実
施

建設企画課
土木管理課

水循環管理課

親水施設の整備
町内河川における草
刈実施

継続
岡田川、明徳寺川、豆搗川
、須賀川において草刈りを
年1回実施

岡田川、明徳寺川、豆搗川
、須賀川において草刈りを
年1回実施した。

　岡田川、明徳寺川、豆
搗川、須賀川において草
刈年1～２回を適宜実施

ため池保全事業

ため池周辺の草刈を
実施
ため池の浚渫による
水質の保全
老朽ため池等の整備

土木管理課
ため池周辺の草刈り
や浚渫を適宜実施し
、維持管理を行う。

継続
町内のため池24箇所の草
刈を年１～２回適宜実施

町内のため池24箇所の草
刈を年１～２回実施

町内のため池24箇所の
草刈を年１～２回適宜実
施

農業生産の場所とし
ての農地の保全･活
用

農地中間管理事業な
ども活用しながら、農
地の利用集積の推進
や利用可能な農地情
報の収集・提供により
、農地の効率的な利
用を推進します。

農地の効率的利用の
推進事業

農地情報を収集し、
農地中間管理事業、
利用集積を推進する
。

商工農政課 農用地の集積 継続 60haの利用集積を設定す
る。

82haの利用集積を設定し
た。

60haの利用集積を設定す
る。

地域の特性を活かし
た景観形成の推進

「東浦町景観計画」に
基づき、住民、事業
者、行政の協働によ
り地域の特性を活か
した景観形成に取り
組むとともに、公共施
設においても、景観
に配慮した整備や修
景に努めます。

景観まちづくり事業

景観全般の取組みに
対して、東浦町景観
まちづくり委員会と共
に、住民、事業者等と
の意見交換・連携す
る。また、景観形成重
点区域の候補地区に
関して取組みを行い
、景観まちづくりを推
進する。

都市デザイン課 景観まちづくりの推進継続

景観全般の取組みに対し
て、東浦町景観まちづくり
委員会と共に、住民、事業
者等との意見交換・連携を
しながら取組みを行い、景
観まちづくりを推進する。

・届出等事務を適切に実施
・景観まちづくり委員会の
開催で、景観施策に対する
意見共有を図る（３回）
・東浦町景観コンテストを実
施（絵画、写真、Twitter、
取り組み）
・東浦町ぶどう畑の自然色
ネット購入補助の実施とPR

景観全般の取組みに対し
て、東浦町景観まちづくり
委員会と共に、住民、事
業者等との意見交換・連
携をしながら取組みを行
い、景観まちづくりを推進
する。
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

外来種対策の強化 環境課

環境課

環境課

２-２ 地域の生態
系を保全する

生物多様性の価値の
普及促進

生物多様性の重要性
や保全、保護の普及
活動を行い、生物多
様性への関心、回復
の向上を図ります。

環境保全対策事業

・生物多様性の理解
や関心を高めるため
、自然観察会を生涯
学習課と共同で実施
する。
・生物生息状況の確
認、結果の公表によ
る啓発を行う。

住民へ自然観察会の
実施や保全活動の重
要性を周知し、生物
多様性への意識付け

継続

・自然観察会の実施
・ホームページの更新
・住民等への東浦町生物
多様性地域戦略のPR（広
報紙、SNS等への掲載）

・東浦の自然に親しむ観察
会を８回実施した。（4/14、
5/10、6/15、7/12、7/20、9
/14、11/16、2/15）
・ホームページ、広報誌で
自然観察会、環境学習講
座の周知を行った。

・自然観察会の実施
・ホームページの更新
・住民等への東浦町生物
多様性地域戦略のPR（広
報紙、SNS等への掲載）

外来種による在来種
への影響を防止する
ため、特定外来生物
を住民に周知し、外
来種被害予防三原則
（入れない、捨てない
、拡げない）を啓発す
るとともに、協働によ
る外来種対策を促進
します。

環境保全対策事業

特定外来生物の早期
発見、侵
入を防止するため、
外来種について住民
に周知し、捨てない・
持ち込まないよう特
定外来生物の防除、
駆除、拡大防止の啓
発に努める。

住民へ外来種による
在来種への影響等を
周知し、特定外来生
物対策を強化

継続

・外来種対策研修会等へ
参加
・町内に生息が確認された
特定外生物の公表
・広報紙及びホームページ
で外来種対策を啓発

・外来種対策研修会に出席
した。（12/23）
・広報紙及びホームページ
で外来種対策を啓発した。
（オオキンケイギク、セアカ
ゴケグモ、ヒアリ、ナガエツ
ルノゲイトウ等）

・外来種対策研修会等へ
参加
・町内に生息が確認され
た特定外生物の公表
・広報紙及びホームペー
ジで外来種対策を啓発

生態系に配慮した植
物種の選定

公園・緑地や水辺に
おいて植栽を行う場
合は、生態系や生物
多様性に配慮し、地
域の在来種などの選
定に努めます。

公園整備事業
開発事業指導

於大公園再整備事業
植栽選定
開発事業植栽指導

都市整備課
地域の在来種である
植栽を選定します。 継続

於大公園再整備工事
開発事業植栽指導

・於大公園再整備工事の
内、遊具広場整備工事完
了
・開発事業指導実績なし

於大公園再整備工事
開発事業植栽指導

オニバスなどの地域の
希少種保護、指標種の
保全

絶滅危惧種であるオ
ニバスの保護活動を
住民協働により行うと
ともに、その他の希
少種や指標種につい
ても住民などからの
情報をもとに整理し、
保護の方策を検討し
ます。

オニバス保護活動
オニバスの保護活動
を実施し、保護方法
を整理します。

都市整備課
オニバスの保護活動
を実施し、保護方法
を整理します。

継続
オニバスの保護活動を実
施し、保護方法を整理しま
す。

・オニバスの保護活動を実
施し生息状況を公表
・オニバスの保護活動のPR

オニバスの保護活動を実
施し、保護方法を整理し
ます。

環境保全対策事業

自然観察会開催時や
住民からの情報をも
とに、指標種の確認
を行い、保護等の方
策を検討する。

指標種の保全
（25種） 継続

・自然観察会の実施及び指
標種や希少種の確認
・指標種の生息状況結果
の公表による啓発（24種）

・自然観察会の実施及び指
標種や希少種を確認した。

・自然観察会の実施及び
指標種や希少種の確認
・指標種の生息状況結果
の公表による啓発（24種）

住民による生物の生
息状況調査、自然観
察会などの拡大

東浦自然環境学習の
森や河川などにおい
て自然観察会を開催
するとともに、自然観
察会で専門家や住民
との協働により生物
の生育・生息状況を
確認し、その結果を
公表します。

環境保全対策事業

自然観察会を実施し
、自然観察の機会拡
大や生物の生息状況
調査を住民との協働
により行う。

・自然観察会の実施
・生物の生育・生息状
況を適切な範囲で公
表する。

継続

・東浦の自然に親しむ観察
会を開催及び生物の生息
状況を把握、公表
・チラシ及びホームページ
等で開催PR

・東浦の自然に親しむ観察
会を８回実施した。（4/14、
5/10、6/15、7/12、7/20、9
/14、11/16、2/15）
ホームページで観察した生
き物を掲載した。
・チラシ及びホームページ
等で開催をPRした。

・東浦の自然に親しむ観
察会を開催及び生物の生
息状況を把握、公表
・チラシ及びホームページ
等で開催PR



12

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

里山保全活動の促進

環境課

環境課

環境課

児童課

２-３ 生活の中で
自然･文化を活か
す

住民が里山の自然に
触れて楽しみながら
利活用することを目
指し、里山保全活動
を住民や事業者など
との協働により促進し
ます。

緑化振興事業

里山保全を行うアダ
プト登録団体の支援
、アダプト活動の推進
里山保全活動のPR

都市整備課

里山保全を行うアダ
プト登録団体の支援
、アダプト活動の推進
里山保全活動のSNS
発信

継続

里山保全を行うアダプト登
録団体の支援、アダプト活
動の推進
里山保全活動のSNS発信

・里山で活動するアダプトプ
ログラムへ物品の支給を行
い、活動を支援した。
・里山保全活動のSNS発信
の実績なし

里山保全を行うアダプト
登録団体の支援、アダプ
ト活動の推進
里山保全活動のSNS発
信

自然環境学習の森運
営事業費

里山の保全を図るた
め、住民や事業者に
よる保全活動を実施
する。

里山の保全や里山保
全活動に参加する年
間延べ人数の増加
（2,900人）

継続

・東浦自然環境学習の森
保全活動団体や森内で活
動をする事業者への支援
を実施
・里山保全活動の年間参
加者数：2850人

・東浦自然環境学習の森
保全活動団体や森内で活
動をする事業者への支援
を実施した。
・里山保全活動の年間参
加者数：2,190人

・東浦自然環境学習の森
保全活動団体や森内で
活動をする事業者への支
援を実施
・里山保全活動の年間参
加者数：2850人

地域の大切な緑地と
しての東浦自然環境
学習の森の管理・運
営

緒川地区の新池周辺
の東浦自然環境学習
の森について、生物
多様性を保全し、人と
自然の関係を学ぶ東
浦町の象徴的な場と
して、持続的に利活
用を図るための管理
・運営を行います。

自然環境学習の森運
営事業費

緒川地区の新池周辺
約17haの広葉樹林・
ため池・水田等を人と
自然の関係を学ぶ場
として利活用を図り、
継続的な里山の保全
活動を行う。

住民や事業者等団体
による計画的な保全
活動を実施する。ま
た、自然環境学習の
森の様子、保全状況
をホームページで公
開する（２回/月）。

継続

・計画に基づく保全活動を
継続的に実施する。
・各保全活動団体への活
動支援
・ホームページで自然環境
学習の森の様子や保全状
況を公開する（２回/月）。

・計画に基づく保全活動を
継続的に実施した。
・各保全活動団体への活
動支援を実施した。
・ホームページで自然環境
学習の森の様子や保全状
況を公開した（２回/月）。

・計画に基づく保全活動
を継続的に実施する。
・各保全活動団体への活
動支援
・ホームページで自然環
境学習の森の様子や保
全状況を公開する（２
回/月）。

緑化振興事業 借地により保全を継
続する。

都市整備課 借地により保全を継
続する。

継続 借地により保全を継続する
。

借地により保全を継続した
。

借地により保全を継続す
る。

東浦自然環境学習の
森における里山体験
、自然体験などの促
進

東浦自然環境学習の
森において、活動団
体と連携しながら、自
然観察、里山管理、
里山暮らし体験など
の住民参加の様々な
イベント開催を促進し
ます。

環境保全対策事業

住民が自然と触れ合
える機会として、里山
保全活動や自然観察
会等の開催とＰＲを行
う。

自然観察・体験の推
進 継続

・東浦の自然に親しむ観察
会や環境保全活動リーダ
ー育成講座を開催
・チラシ及びホームページ
等で開催をPR
・結果をホームページへ掲
載

・東浦の自然に親しむ観察
会を８回実施した。（4/14、
5/10、6/15、7/12、7/20、9
/14、11/16、2/15）
・チラシ及びホームページ
等で開催をPRし、結果をホ
ームページに掲載した。

・東浦の自然に親しむ観
察会や環境保全活動リー
ダー育成講座を開催
・チラシ及びホームページ
等で開催をPR
・結果をホームページへ
掲載

保存樹木･保存樹林
の指定･保護育成

「東浦町樹木等保存
要綱」に基づき、保存
樹木及び保存樹林を
指定し、その保護育
成を支援します。

指定樹保全事業
保存樹及び保存樹林
を指定し保護育成を
支援

都市整備課
保存樹及び保存樹林
を指定し保護育成を
支援

継続
保存樹及び保存樹林を指
定し保護育成を支援

・保存樹木等維持管理費
補助金を交付した。
・補助金交付件数：19件

保存樹及び保存樹林を指
定し保護育成を支援

東浦町農産物の地産
地消の促進

東浦町農産物を住民
にＰＲし、購入や消費
を促進します。また、
学校給食及び保育園
における地域農産物
＊の使用拡大に努め
ます。（＊は、愛知県
産を含む。）

地産地消促進事業
本町の農作物をホー
ムページでPRする 商工農政課 地産地消の推進 継続

本町の農作物をホームペ
ージでPRする。

本町の農作物をホームペ
ージでPRした。

本町の農作物をホームペ
ージでPRする。

給食センター運営事
業

・学校給食における
地元農産物の使用拡
大

・生徒へ食育を通し
地元農産物等のPR

教育課

・学校給食で巨峰を
使用
・食育の実施
（各小中学校の全ク
ラス１回ずつ）

継続

・学校給食で巨峰を使用
・食育の実施
（各小中学校の全クラス１
回ずつ）
・学校給食に地元農産物を
納入するように業者に依頼

・学校給食（9月）で巨峰を
使用した。
・食に関する巡回指導の実
施した。
（年120回）
・各業者へ地元農産物を納
入するように依頼した。

・学校給食で巨峰を使用
・食育の実施
（各小中学校の全クラス１
回ずつ）
・学校給食に地元農産物
を納入するように業者に
依頼

保育園運営事業

保育園給食に地元農
産物等の食材の使用
拡大

園児へ食育を通し地
元農産物等のPR

保育園給食で巨峰を
使用
食育の実施
（各園１回/月
５月～３月計88回）

継続

・保育園で食育の実施
（年88回）
・保育園給食に地元農産物
等を納入するよう業者へ依
頼

・保育園で食育の実施
（年98回）
・保育園給食に地元農産物
等を納入するよう業者へ依
頼

・保育園で食育の実施
（年88回）
・保育園給食に地元農産
物等を納入するよう業者
へ依頼

歴史･文化遺産、伝
統行事の継承･活用

指定文化財をはじめ
とした歴史・文化遺産
や、地域のまつりなど
の伝統行事の保存・
継承を行うとともに、
郷土の歴史や文化を
住民や来訪者に解説
・案内するボランティ
アを育成・活用します
。

・文化財補助事業
・ガイドボランティア養
成講座事業

・文化財の保存・継承
のため、指定文化財
の所有者や保存団体
等に補助金を交付
・ガイドボランティア養
成講座を開催し、ボラ
ンティアを育成

観光交流課

・補助金を交付
・ガイドボランティア養
成講座を開催
ガイドボランティア登
録者数
令和７年度：40人 継続

・補助金を交付
・ガイドボランティア養成講
座を開催
ガイドボランティア登録者
数
令和６年度：40人

・補助金を交付
・ガイドボランティア養成講
座を開催
ガイドボランティア登録者
数
2024年度：26人

・補助金を交付
・ガイドボランティア養成
講座を開催
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基本目標３　ものを大切にしてごみを出さないまちづくり

【ごみ減量・資源循環の推進・循環型社会】

項　目 担当課

↘ 環境課

21.1% 20.7% 20.3% 20.5% 25.0% 30.0% 環境課

環境課

環境課

環境課

環境課

環境課

食品ロス削減の促進 環境課

第３次東浦町の環境を守る基本計画（計画期間 2021年度～2030年度）　実施計画

■施策方針

○ごみの総排出量を減らします。
○資源ごみの割合を増やし、可燃ごみ･不燃ごみを減らします。
○埋め立てなどによるごみの最終処分量を減らします。

■成果指標

実績値（2021年度） 実績値（2022年度） 実績値（2023年度） 実績値（2024年度） 中間目標（2025年度） 最終年度（2030年度）

住民１人１日あたりの
家庭系ごみ排出量 476g/人･日 469g/人･日 448g/人･日 436g/人･日 429g/人･日

家庭系ごみにおける
リサイクル率

本の年間リユース・リサ
イクル冊数

本　 6,391冊/年
雑誌 1,693冊/年

・本6494冊
・雑誌1,283冊
（令和４年度～指定
管理者が実施）

・本4,176冊
・雑誌1,515冊

(令和４年度～指定管
理者が実施)

・本4,546冊
・雑誌1,492冊

(令和４年度～指定管
理者が実施)

本　 7,200冊/年
雑誌 1,620冊/年

本　 7,200冊/年 
雑誌 1,620冊/年 学び支援課

■基本施策

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

３-１ ごみを減らす
、ものを大切にす
る

家庭系可燃ごみ処理有
料化の継続

平成31年（2019年）4
月より実施している家
庭系可燃ごみ処理有
料化について、その
効果などを検証しな
がら、実施を継続しま
す。

ごみ処理事業

ごみの発生抑制や分
別を徹底することで、
家庭から排出される
可燃ごみ量の減量に
努める。

１人１日あたりの家庭
系ごみ排出量　429g

継続

・指定ごみ袋の安定供給
・目標値に対する実績値の
確認する。
・ホームページで、家庭系
可燃ごみ処理有料化の情
報提供を行う。

・指定ごみ袋を安定的に供
給した。
・目標値に対する実績値を
確認した。
・ホームページで、家庭系
可燃ごみ処理有料化の情
報提供を行った。

・指定ごみ袋の安定供給
・目標値に対する実績値
の確認する。
・ホームページで、家庭系
可燃ごみ処理有料化の
情報提供を行う。

家庭系ごみ減量の普
及・啓発

ごみ減量化、ごみを
出さない生活習慣へ
の改善について、地
域活動と連携してわ
かりやすく情報提供し
、住民に呼び掛けま
す。

ごみ処理事業

３Rの促進により、各
家庭における、ごみ
の発生抑制及び減量
化を促進する

家庭から排出される
ごみの減量化 継続

・広報紙・ホームページで、３
Rに関する情報を提供する
・出前講座を実施し、ごみの
分別と減量に対する住民の
意識を高める
・メルカリを利用した粗大ごみ
のリユースを行う。
・プラスチック製のおもちゃの
リユース・リサイクルを行う。

・広報紙・ホームページで、３
Rに関する情報を提供した。
・出前講座を実施し、ごみの
分別、減量とリサイクルに対
する住民の意識を高めた。
・メルカリを利用した粗大ごみ
のリユースを行った。
・プラスチック製のおもちゃの
リユース・リサイクルを行った
。

・広報紙・ホームページで、
３Rに関する情報を提供する
・出前講座を実施し、ごみの
分別と減量に対する住民の
意識を高める
・メルカリを利用した粗大ご
みのリユースを行う。
・プラスチック製のおもちゃ
のリユース・リサイクルを行
う。

事業所に対するごみ
減量の普及・啓発

事業所に対して、事
業活動から発生する
ごみの減量化につい
て、啓発などを行いま
す。

ごみ処理事業

事業活動に伴って発
生するごみの減量を
促進するため、事業
所に対して、啓発を実
施する。

事業活動に伴う発生
するごみ量の減量 継続

ホームページで、ごみ減量
に関する情報や適正処理
の方法に関する情報を提
供する。

ホームページで、ごみ減量
に関する情報や適正処理
の方法に関する情報を提
供した。

・ホームページで、ごみ減
量に関する情報や適正処
理の方法に関する情報を
提供する。

ゴミ減量化普及啓発

事業者向けの事業ご
み削減のチラシなど
を町内事業者へ配布
する。

商工農政課
商工会報の折り込み
などにより事業者へ
啓発を行う。

新規
商工会報へ啓発チラシ等を
折り込み、町内事業者へ啓
発を図る。

不明
商工会報へ啓発チラシ等
を折り込み、町内事業者
へ啓発を図る。

レジ袋削減、包装簡
素化の促進、マイバッ
クの利用普及

令和2年（2020年）7月
から始まったレジ袋有
料化を機会に、マイバッ
ク持参、包装容器簡素
化や食品トレイ削減に
ついて、住民や小売店
などに協力を呼び掛け
るとともに、取組成果を
公表して住民と共有し
ます。

資源ごみ回収事業

マイバック持参、包装容
器簡素化や食品トレイ
削減について、住民や
小売店などに協力を呼
び掛けるとともにレジ袋
削減などの協力を呼び
かけ、取組成果をホー
ムページで公表する。

レジ袋削減、包装簡
素化の促進、マイバッ
クの利用普及

継続
レジ袋削減などの協力を呼
びかけ、取組成果をホーム
ページで公表する。

レジ袋削減などの協力を呼
びかけ、取組成果をホーム
ページで公表した。

レジ袋削減などの協力を
呼びかけ、取組成果をホ
ームページで公表する。

バイオプラスチックの
普及・活用促進

レジ袋、包装材、食品ト
レイなどにおいて、生物
資源を原料とする地球
にやさしいバイオプラス
チックの活用を普及しま
す。

ごみ処理事業費

環境への負荷を配慮
したバイオマスプラス
チック使用製品の利
用促進を図る。

バイオマスプラスチッ
ク製品の利用促進 継続

・バイオマスプラスチック使
用製品の利用促進を推奨
する。

・バイオマスプラスチック使
用製品の利用促進を推奨
した。

・バイオマスプラスチック
使用製品の利用促進を
推奨する。

使いきれる分だけ買う、
作り過ぎない、残さず食
べる、期限表示の正し
い理解など、食品ロス
を減らす行動やエコクッ
キングの方法を広報、
ホームページなどで周
知します。

ごみ処理事業

食品ロス削減の必要
性を周知するとともに
、食品ロス削減に向
けた情報発信を行う。

食品ロスの減少 継続

・広報紙、ホームページで、
食品ロスに関する情報提
供を行う
・3010運動を推進する。
・役場でフードドライブを行
う。

・広報紙、ホームページで、
食品ロスに関する情報提
供を行った。
・3010運動を推進した。
・役場でフードドライブを行
った。

・広報紙、ホームページで
、食品ロスに関する情報
提供を行う
・3010運動を推進する。
・役場でフードドライブを
行う。
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

環境課

３-２ 資源化･再使
用を推進する

ごみ分別の周知の徹
底

資源ごみの分別方法
や出し方を子ども、転
入者、外国人などに
もわかりやすく情報提
供し、分別の徹底を
促進します。

資源ごみ回収事業

「ごみの分け方・出し
方」についての出前
講座を募集し、資源
ごみの分別方法や出
し方の情報提供を行
う。

資源ごみ分別徹底の
促進 継続

「ごみの分け方・出し方」に
ついての出前講座を募集し
、資源ごみの分別方法や
出し方の情報提供を行う。

「ごみの分け方・出し方」に
ついての出前講座を募集し
、資源ごみの分別方法や
出し方の情報提供を行った
。

「ごみの分け方・出し方」
についての出前講座を募
集し、資源ごみの分別方
法や出し方の情報提供を
行う。

協働による資源ごみ
回収の促進

地域団体との協働に
よる資源ごみ回収を
促進するとともに、事
業所、小売店などと
の協働により回収場
所の多様化に努めま
す。

資源ごみ回収事業

協働による資源ごみ
回収を促進し、資源
ごみ回収機会の多様
化を促進する。

資源ごみ回収の多様
化 継続

・地区と協力し、協働による
資源ごみ回収を促進すると
ともに、事業所・小売店など
へ資源ごみ回収場所を設
置していただけるよう資源
ごみの情報提供を行う。
・連携協定を結んだ事業所
に資源回収場所を設置す
る。

・地区と協力し、協働による
資源ごみ回収を促進すると
ともに、事業所・小売店など
へ資源ごみ回収場所を設
置していただけるよう資源
ごみの情報提供を行った。
・連携協定を結んだ事業所
に資源回収場所を設置し
た。

・地区と協力し、協働によ
る資源ごみ回収を促進す
るとともに、事業所・小売
店などへ資源ごみ回収場
所を設置していただける
よう資源ごみの情報提供
を行う。
・連携協定を結んだ事業
所に資源回収場所を設置
する。

本のリユース・リサイ
クルの推進

図書館で除籍した本
を保育園や児童館な
どでの利用を推進す
るとともに、住民への
譲渡機会も増加させ
、本の再利用を促進
します。

本のリユース・リサイ
クル事業

年間で本のリサイク
ルフェアを2回、雑誌
のリサイクルフェアを
1回開催する。

学び支援課

図書館で不要となっ
た本などを住民に譲
渡することで再資源
化、再利用可を図る。

継続

・本のリサイクルフェアを2
回開催
・雑誌のリサイクルフェアを
1回開催

・本
4月　2,123冊/2,123冊
（100.0%）
11月     2,423冊/2,426冊
（99.9%）
・雑誌
6月　1,492冊/1,494冊
（99.9%）
（令和４年度～指定管理者
が実施）

・本のリサイクルフェアを2
回開催
・雑誌のリサイクルフェア
を1回開催

３-３ ごみを適切
に処理する

一般廃棄物の適切な
収集、運搬の実施

地域との協働により
ステーションの管理を
適切に行うとともに、
ステーションから東部
知多クリーンセンター
などへの運搬を適切
かつ合理的に実施し
ます。

ごみ処理事業

ごみの分け方・出し方
について情報発信を
行い、地区と連携を
図りながら、ごみの不
適切排出を抑制する
。

環境課 ごみの不適切排出の
件数削減 継続

・ごみステーションでの不適
切排出に関する情報共有
を行う。
・ごみの分け方・出し方に
ついて、転入者等への説明
を行う
・住民に対して、ごみの分
け方・出し方ポスターを配
布し、ごみ出しルールの徹
底を図る

・ごみステーションでの不適
切排出に関する情報共有
を行った。
・ごみの分け方・出し方に
ついて、転入者等への説明
を行った。
・住民に対して、ごみの分
け方・出し方ポスターを配
布し、ごみ出しルールの徹
底を図った。

・ごみステーションでの不
適切排出に関する情報共
有を行う。
・ごみの分け方・出し方に
ついて、転入者等への説
明を行う
・住民に対して、ごみの分
け方・出し方ポスターを配
布し、ごみ出しルールの
徹底を図る

ごみ処理過程の住民
への情報提供

ごみに関する住民の
関心を高めるため、
ごみの排出・収集か
ら運搬、焼却処分・粉
砕処分、最終処分、
資源化などの流れに
ついて、それぞれの
実施状況に関する情
報提供を行います。

ごみ処理事業
資源ごみ対策事業

ごみ処理の流れにつ
いて、広報、ホームペ
ージを通じて、情報発
信を行う。

環境課
住民のごみの分別と
減量に関する関心度
の向上

継続

・ごみ処理及びリサイクル
の流れについて、ホームペ
ージ上で情報を発信する
・出前講座を実施し、ごみ
処理全般の内容について
の説明を行う
・連携協定を結んだ企業に
よる出前講座を行い、住民
のごみ減量意識の向上を
図る。

・ごみ処理及びリサイクル
の流れについて、ホームペ
ージ上で情報を発信した。
・出前講座を実施し、ごみ
処理全般の内容について
の説明を行った。
・連携協定を結んだ企業に
よる出前講座を行い、住民
のごみ減量意識の向上を
図った。

・ごみ処理及びリサイクル
の流れについて、ホーム
ページ上で情報を発信す
る
・出前講座を実施し、ごみ
処理全般の内容について
の説明を行う
・連携協定を結んだ企業
による出前講座を行い、
住民のごみ減量意識の
向上を図る。
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4

基本目標４　みんなで身近な生活環境を守るまちづくり

【公害防止・環境美化】

項　目 担当課

85.7% 92.8% 89.3% 84.7% 100% 100%

↘ 環境課

↗

86.5% 87% 87.6% 88.3% 84% 85%

環境課

29.8% 35% 40% 環境課

環境課

環境課

環境課

環境課

第３次東浦町の環境を守る基本計画（計画期間 2021年度～2030年度）　実施計画

■施策方針

○事業活動からの大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭などをなくします。
○日常の生活から近隣に影響を及ぼす生活型公害を減らします。
○ごみのポイ捨てや不法投棄をなくします。

■成果指標

実績値（2021年度） 実績値（2022年度） 実績値（2023年度） 実績値（2024年度） 中間目標（2025年度） 最終年度（2030年度）

河川BODの環境基準
達成率 環境課

典型７大公害（大気、
水質、土壌、騒音、振
動、悪臭、地盤沈下）
の苦情件数

26件 24件 35件 49件 19件

アダプトプログラム登
録団体数 41団体 47団体 47団体 50団体 42団体 住民自治課

公共下水道の水洗化
率（接続率） 水循環管理課

不法投棄の発見箇所
数

41箇所/年 43箇所/年 25箇所/年 78箇所/年 50箇所/年 38箇所/年

ごみのポイ捨てや不法
投棄が少ないなど、ま
ちのきれいさに対する
満足度

■基本施策

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

４-１ 公害をなくす

各種環境測定の実施
による環境状況の監
視

河川の水質、道路騒
音、大気汚染につい
て、定点観測地点で
継続的に環境調査を
実施し、環境基準の
適合などを監視しま
す。

環境保全対策事業

継続的に各種環境調
査（水質、騒音、大気
）を実施し、監視を行
う。

環境状況の監視及び
環境基準の適合
（河川BOD：100％）

継続

・各種環境調査を実施
（河川BOD：100％）
・調査結果を「東浦町の環
境」等にて公表

・各種環境調査を実施した
。
（河川BOD：３地点未達成）
・調査結果を「東浦町の環
境」等にて公表した。

・各種環境調査を実施
（河川BOD：100％）
・調査結果を「東浦町の
環境」等にて公表

公害防止協定の締結
促進、公害防止や環
境測定に対する協力
要請

事業所との公害防止
協定の締結を促進し
、必要に応じた事業
所への立ち入り調査
や公害防止や環境調
査に対する協力を事
業所に要請します。

環境保全対策事業

・企業活動によって発
生する公害（大気汚染
、水質汚濁、土壌汚染
、騒音、振動、地盤沈
下及び悪臭等）が予測
される新規事業者へ協
定締結を依頼をする。
・公害防止協定締結事
業者に公害防止計画
書の作成を依頼し、定
期的な環境調査の実施
し報告を依頼する。

すべての公害防止協
定締結事業者が公害
防止計画書を策定す
る。（46/47社）

継続

・新規・未締結事業者へ公
害防止協定の締結依頼（１
社以上）
・公害防止計画書の計画
期間が満了した事業者へ
計画の見直しを依頼
・公害防止計画未提出の
事業者へ立入訪問し、計画
書の作成を依頼する。

・公害防止計画書の計画
期間が満了した事業者へ
計画の見直しを依頼した。

・新規・未締結事業者へ
公害防止協定の締結依
頼（１社以上）
・公害防止計画書の計画
期間が満了した事業者へ
計画の見直しを依頼
・公害防止計画未提出の
事業者へ立入訪問し、計
画書の作成を依頼する。

特定施設・特定建設
作業などの届出の徹
底

法令により義務付け
られている特定施設
及び特定建設作業の
届出を徹底させ、必
要に応じて指導を行
います。

環境保全対策事業
事業者、建設関係者
への届出の受理及び
指導を行う。

・騒音、振動の発生
防止
・住民等からの苦情
減少

継続
特定施設届出書及び特定
建設作業実施届出書の受
理及び適正な指導

・特定建設作業実施届出
書及び特定施設届出書の
受理及び適正な指導を実
施した。
・特定建設作業実施届出
書　250件
特定施設届出書受理数　
55件

特定施設届出書及び特
定建設作業実施届出書
の受理及び適正な指導

悪臭を排出する事業
所からの届出の徹底

法令に基づき、悪臭
を排出する事業所な
どに対する届出を徹
底させ、状況を把握
するとともに、必要に
応じて指導を行いま
す。

環境保全対策事業
悪臭排出事業者への
届出依頼、届出受理
及び指導を行う。

・悪臭の防止
・住民等からの苦情
減少

継続

悪臭を発生させる事業所に
対し、悪臭関係工場等届出
書の提出の徹底及び必要
に応じて指導を実施

・悪臭を発生させる事業所
に対し、悪臭関係工場等届
出書の受理をした。（28箇
所の事業所より提出）
・環境パトロールを通じた
警戒活動を実施した。

悪臭を発生させる事業所
に対し、悪臭関係工場等
届出書の提出の徹底及
び必要に応じて指導を実
施
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

環境課

環境課

環境課

４-１ 公害をなくす

土壌汚染･地盤沈下
に関する監視･指導
の推進

県と協力して法令に
基づく取組を事業者
に啓発するとともに、
必要に応じて土壌調
査を行い、定期的な
既設井戸の地下水位
の測定を行うことで、
土壌汚染・地盤沈下
の動向を把握します
。

環境保全対策事業

土壌汚染対策法によ
り必要が生じた場合
に土壌調査を実施す
る。
地盤沈下の動向を把
握するため、地下水
変動状況調査を実施
する。

土壌汚染の防止 継続

・必要が生じた場合に、県
と協力して土壌調査を実施
・県指定の既設井戸におけ
る地下水位の測定を実施

・土壌調査の必要は生じな
かった。
・県指定の既設井戸におけ
る地下水位の測定を月に１
回実施した。（12回）

・必要が生じた場合に、県
と協力して土壌調査を実
施
・県指定の既設井戸にお
ける地下水位の測定を実
施

清掃一般管理事業

単独処理浄化槽から
合併処理浄化槽への
転換設置を促進する
ために、補助事業を
実施する。

水質汚濁の防止 継続

・広報及びホームページで
、転換設置及び浄化槽の
適正管理に関する内容の
PRを実施する。
・合併処理浄の転換設置に
対する補助事業を実施す
る。

・広報及びホームページで
、転換設置及び浄化槽の
適正管理に関する内容の
PRを実施した。
・合併処理浄の転換設置に
対する補助事業を実施した
（ただし申請は０件）。

・広報及びホームページ
で、転換設置及び浄化槽
の適正管理に関する内容
のPRを実施する。
・合併処理浄の転換設置
に対する補助事業を実施
する。

生活排水の浄化の促
進

家庭から汚濁した生
活排水を流さないよう
に、生活排水クリーン
推進員との連携によ
り啓発を行うとともに
、熱湯や油などを下
水道に流さないよう
啓発を行います。

環境保全対策事業
キャンペーン等を通じ
て生活排水の汚濁防
止を啓発する。

水質汚濁の防止 継続

・生活排水クリーンキャンペ
ーンの実施
・広報等で生活排水による
河川の水質汚濁防止を啓
発

・役場ロビーにて生活排水
対策クリーンキャンペーン
を開催した。（7/22）
・広報で生活排水による河
川の水質汚濁防止を啓発
した。（7月号）

・生活排水クリーンキャン
ペーンの実施
・広報等で生活排水によ
る河川の水質汚濁防止を
啓発

日常生活からの公害
の発生防止

近隣に影響を及ぼす
騒音・振動や悪臭な
どを家庭から発生さ
せないように広報紙
などにより啓発すると
ともに、野焼きなどに
ついても周囲に及ぼ
す影響や違法性など
の周知を図ります。

環境保全対策事業

住民の快適な生活環
境を保つため、広報
等により家庭からの
公害の発生防止を啓
発する。

日常生活から発生す
る公害の防止 継続

・広報等にて家庭から発生
する公害防止について啓
発

・野焼き等の行為者に対し
て指導した。
・広報紙及びホームページ
にて野焼きの違法性や環
境への影響を周知した。
・町内の監視パトロールを
実施した。

・広報等にて家庭から発
生する公害防止について
啓発
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

環境課

環境課

環境課

４-２ まちをきれい
に保つ

ごみのポイ捨て防止
の啓発

広報・ホームページ
や看板などによりポ
イ捨て防止を啓発す
るとともに、ポイ捨て
しにくい空間づくりを
地域協働により促進
します。

環境衛生事業

ホームページや看板
などによりポイ捨て防
止を啓発するとともに
ボランティアでポイ捨
てごみを拾ってくださ
る方を支援する。

地域の美化推進 継続

・看板の貸し出しででポイ
捨て防止を啓発する
・ボランティアでポイ捨てご
みを拾ってくださる方を支
援する。

・看板の貸し出しを行い、ポ
イ捨て防止を啓発した。
・ポイ捨てごみを拾ってくだ
さる方を支援するため、ボ
ランティアごみ袋を提供し
た。

・看板の貸し出しででポイ
捨て防止を啓発する
・ボランティアでポイ捨て
ごみを拾ってくださる方を
支援する。

地域主体の美化活動
、ごみゼロ運動など
の促進・支援

住民が主体となって
実施するごみゼロ運
動や草刈などの活動
に対し、資材の提供
やごみ搬出などの支
援を実施するとともに
、地域の美化活動に
対する事業者などの
参加を促進します。

環境保全対策事業

地区コミュニティ推進
協議会が実施するご
みゼロ運動等の活動
を支援する。

地域の美化推進 継続

・ごみゼロ運動におけるゴ
ミ袋の提供
・清掃活動等で出たごみの
回収

・ごみゼロ運動におけるゴ
ミ袋の提供を行った。
・清掃活動等で出たごみの
回収を行った。

・ごみゼロ運動におけるゴ
ミ袋の提供
・清掃活動等で出たごみ
の回収

不法投棄のパトロー
ル強化

県や警察などと協力
して不法投棄の違法
性を啓発するとともに
、住民や事業者との
協力により、不法投
棄を防止・早期発見
するための環境監視
パトロールを強化しま
す。

環境保全対策事業

環境監視パトロール
を実施し、不法投棄
の防止・早期発見に
努める。

不法投棄発見箇所数
：50箇所 継続

・広報等にて不法投棄の防
止を啓発
・週５日の環境監視パトロ
ールの実施
・不法投棄発見箇所：55箇
所

・広報誌、ホームページ等
にて不法投棄防止の啓発
を行った。
・週５日の環境監視パトロ
ールを実施した。
・不法投棄発見箇所：78箇
所

・広報等にて不法投棄の
防止を啓発
・週５日の環境監視パトロ
ールの実施
・不法投棄発見箇所：55
箇所

産業廃棄物処理施設
に対する監視の実施

県と合同で産業廃棄
物処理施設への立入
調査・指導により、違
法行為の防止や早期
発見、廃棄物処理の
適正化などを監視し
ます。

環境保全対策事業

県と合同で、産業廃
棄物処理施設の立ち
入り調査や指導を行
う。

産業廃棄物の適正処
理
県と合同による産業
廃棄物処理施設の立
入調査の実施（２
回/年）

継続

・県と合同で産業廃棄物処
理施設への立入調査（２回
/年）
・環境監視パトロールによ
る産業廃棄物処理施設の
警戒

・環境監視パトロールによ
る産業廃棄物処理施設の
警戒を行った。

・県と合同で産業廃棄物
処理施設への立入調査（
２回/年）
・環境監視パトロールによ
る産業廃棄物処理施設
の警戒
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基本目標５　環境をみんなで学び、取り組むまちづくり

【環境学習・環境活動・協働】

項　目 担当課

環境課

↗

環境課

２件 ↗

 

環境課

環境課

第３次東浦町の環境を守る基本計画（計画期間 2021年度～2030年度）　実施計画

■施策方針

○環境を住民にわかりやすく「見える化」します。
○多様な場や機会において環境学習を展開します。
○住民や事業者の環境配慮行動を促進します。

■成果指標

実績値（2021年度） 実績値（2022年度） 実績値（2023年度） 実績値（2024年度） 中間目標（2025年度） 最終年度（2030年度）

自然観察会などの環境
関係講座（環境教育含
む）への年間延べ参加
人数

194人/年 247人/年 225人/年 342人/年 850人/年 1,000人/年

環境関係講座への
年間延べ参加人数 実施なし 20人（親子木工） 20人 20人 200人/年 学び支援課

環境課のホームペー
ジやSNSへの年間情
報掲載数

95件/年 77件/年 104件/年 61件/年 100件/年 120件/年

事業所への環境に関
する情報の発信件数 0件 ２件 ２件 4件 商工振興課

こどもエコクラブの年
間延べ参加児童数 1,118人/年 822人/年 714人/年 714人/年 1,200人/年 1,200人/年

子育て支援課
環境課

■基本施策

基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

５-１ 環境の状況
や目標を共有する

「東浦町の環境」の公
表

東浦町の環境の状況
を客観的に伝えるた
めに作成している「東
浦町の環境」を、デー
タ化して公表します。

環境保全対策事業
「東浦町の環境」をデ
ータ化し、ホームペー
ジ等で公表する。

環境状況の共有 継続
・「東浦町の環境」をホーム
ページにて公表

「東浦町の環境」をホーム
ページにて公表した。

・「東浦町の環境」をホー
ムページにて公表

広報ひがしうら、ホー
ムページ、SNSの活
用による環境情報の
発信

環境施策の実施状況
、東浦町の環境の現
状データ、住民や事
業者の活動紹介、環
境配慮のヒントなど、
環境に関する幅広い
情報を広報やホーム
ページ、SNSなどを通
じて発信します。

広報紙、ホームペー
ジ、SNSで環境につ
いて発信

町の環境に関する情
報や環境に関する活
動をする団体やイベ
ントなどを広報紙、ホ
ームページ、SNS等
で発信

政策課
環境に関する活動へ
の取材や広報紙、ホ
ームページへの掲載

継続
環境に関する幅広い情報
を広報やホームペー
ジ、SNSなどを通じて発信

・「粗大ごみのリユースを行
います！」（４月号）
・「プラスチック製おもちゃ
のリユース・リサイクル」（５
月号）
・「「メルカリShops」で粗大
ごみなどを販売中」（５月号
）
・「地域猫活動（ノラ猫対策
）をはじめませんか」（５月
号）
・「STOP！熱中症　熱中症
を防ごう！」（７月号）
・「クーリングシェルター」（７
月号）
・「廃食用油の回収にご協
力を！」（７月号）
・「参加者募集　里山の保
全活動と竹の子掘り」（令
和７年３月号）

環境に関する幅広い情報
を広報やホームペー
ジ、SNSなどを通じて発信

環境保全対策事業

環境課からの情報提
供により環境に関す
る最新情報などを広
報紙やホームページ
で住民に周知する。

環境情報の発信・共
有化 継続

・環境に関するチラシ等を、
パンフレットスタンドや環境
課窓口配布
・環境に関する最新情報等
を広報紙及びホームページ
に掲載

・環境に関するチラシ等を、
パンフレットスタンドや環境
課窓口配布した。
・環境に関する最新情報等
を広報紙及びホームページ
に掲載した。

・環境に関するチラシ等を
、パンフレットスタンドや環
境課窓口配布
・環境に関する最新情報
等を広報紙及びホームペ
ージに掲載
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

環境課

環境課

環境課

環境教育の推進 環境活動の啓発

学校経営活性化事業

環境課

５-２ 環境をみん
なで学ぶ、取り組
む

NPO・ボランティア団
体などによる環境活
動の促進

アダプトプログラム団
体への情報提供及び
消耗品支給、総合ボ
ランティアセンター登
録団体などへの情報
提供により、環境活
動を促進します。

自治振興事業
協働推進事業

・各種団体への情報
提供や環境活動を促
進するためのＰＲ
・登録団体への消耗
品支給

住民自治課

各種団体への情報提
供及び広報等を使用
したアダプトプログラ
ムのＰＲ
登録団体へ消耗品支
給

継続

・各種団体への情報提供
及び環境活動促進のため
のＰＲ
・アダプトプログラム登録団
体への消耗品支給

・各種団体への情報提供
及び環境活動促進のため
のPR

・アダプトプログラム登録団
体への消耗品支給

・各種団体への情報提供
及び環境活動促進のた
めのＰＲ
・アダプトプログラム登録
団体への消耗品支給

東浦町版環境7S運
動の推進

東浦町において、み
んなが取り組むべき
環境のアクション【７Ｓ
：「整理」「清潔」「節約
」「習慣」「創意工夫」「
セーフティ(安全)」「ス
マイル(安心)」】を共
有するとともに、住民
、事業所、行政が連
携・協働して推進しま
す。

環境保全対策事業

環境７S運動を住民、
事業所、行政が連携
・協働して推進するた
め、ホームページ等
で周知し共有を図る。

東浦町の環境７S運
動の普及啓発 新規

・広報、ホームページ、掲
示板等で環境７S運動につ
いて掲載し、啓発
・住民アンケート等にて環
境７S運動の認知度調査を
実施

ホームページで環境7S運
動について掲載し、啓発し
た。

・広報、ホームページ、掲
示板等で環境７S運動に
ついて掲載し、啓発
・住民アンケート等にて環
境７S運動の認知度調査
を実施

多様なグループによ
る環境活動の促進

コミュニティなどによ
る地域の環境活動を
、資材や情報提供な
どにより促進します。
また職場、学校、友
人、家族など、多様な
グループによる環境
活動を促進します。

環境保全対策事業

・環境活動を促進す
るため、河川の水質
調査などを行う団体
等に対して資材の提
供等を行う。
・東浦町だけでなく愛
知県の環境活動に関
するイベントについて
も周知を行い、環境
活動の促進を図る。

環境学習の充実 継続

・明徳寺川の自然を守る会
等の地域で活動している団
体等に対し、活動支援及び
資材の提供（水質調査用
パックテストの提供と透視
度計・水温計の貸出し）
・ホームページ等で環境活
動に関するイベントのPR

・明徳寺川の自然を守る会
等の地域で活動している団
体等に対し、活動支援及び
資材を提供した。（水質調
査用パックテストの提供と
透視度計・水温計の貸出し
）
・ホームページ等で環境活
動に関するイベントのPRし
た。（流域モニタリング一斉
調査、冬の星空を観察して
みよう等）

・明徳寺川の自然を守る
会等の地域で活動してい
る団体等に対し、活動支
援及び資材の提供（水質
調査用パックテストの提
供と透視度計・水温計の
貸出し）
・ホームページ等で環境
活動に関するイベントの
PR

環境学習や環境イベ
ントの開催の支援

住民が環境について
学んだり体験する場
や機会を積極的に創
出するとともに、団体
が実施する学習会や
イベントを支援します
。

環境保全対策事業

・住民が環境学習で
きるイベント等を開催
し、環境についての
理解を深めてもらう。
・団体が実施するイベ
ント等の支援を行う。

環境学習の支援 継続

東浦の自然に親しむ観察
会を開催
チラシ及びホームページで
開催PR
・団体が実施するイベント
等を支援

・東浦の自然に親しむ観察
会を８回実施した。（4/14、
5/10、6/15、7/12、7/20、9
/14、11/16、2/15）
・チラシ、ホームページ、広
報誌で開催をPRした。

東浦の自然に親しむ観察
会を開催
チラシ及びホームページ
で開催PR
・団体が実施するイベント
等を支援

こどもエコクラブ活動
の推進

生物調査、緑化、リサ
イクルなどに取り組む
、こどもエコクラブへ
の登録や活動参加を
促進します。

環境保全対策事業

保育園・児童館・小学
校に対し、こどもエコ
クラブの活動を広報
紙・ホームページ等で
PRし、登録や活動の
参加を促進する。

環境リーダーの育成 継続

・各児童館へ継続登録を依
頼
・こどもエコクラブの活動支
援
・ホームページ等で参加PR

・各児童館へ継続登録を依
頼した。(4/8）
メンバー：７児童館で714名
・ホームページで参加PRし
た。

・各児童館へ継続登録を
依頼
・こどもエコクラブの活動
支援
・ホームページ等で参加
PR

小中学校における環
境教育の推進

専門人材などと連携
しながら、小中学校
の環境教育を充実し
ます。また、児童生徒
が地域の環境活動に
参加する機会を増や
します。

河川等の地域清掃活
動への参加

教育課 継続
東中ボランティア清掃活動
北中トライアングルクリーン
隊の清掃実施

北中校区クリーン作戦の実
施（緒川小・森岡小・北部
中・緒川コミ・森岡コミ）

東中ボランティア清掃活
動
北中トライアングルクリー
ン隊の清掃実施

ユネスコスクールの
活動支援

緒川小学校と藤江小
学校で実施している
ユネスコスクールの
活動を支援するととも
に、その活動内容を
地域と共有し、協働を
推進します。

ユネスコスクールの
活動支援 教育課 ユネスコスクールの

活動支援 新規

緒川小学校と藤江小学校
におけるユネスコスクール
の活動支援

・緒川小学校は、海外の学
校を相手国としたアートマ
イルの活動の実施（6年生）
、田んぼ作りの実施（5年生
）、ぶどう作りを実施した（3
年生）
・藤江小学校は、地域の方
の協力を得て竹細工づくり
の活動を実施した。

緒川小学校と藤江小学校
におけるユネスコスクー
ルの活動支援

環境保全対策事業

環境活動の推進を図
るため、ユネスコスク
ールの活動内容を地
域と共有し、活動支
援に努める。

環境活動の支援 新規
・ホームページ等でユネス
コスクールの活動内容等を
掲載

・ホームページ等でユネス
コスクールの活動内容等を
掲載した。

・ホームページ等でユネ
スコスクールの活動内容
等を掲載

環境学習につながる
生涯学習講座の開催

生涯学習における環
境関係の講座を充実
するとともに、広報の
充実により参加者数
の拡大を図ります。
特に、省エネルギー、
ごみ減量、生物多様
性などの講座を充実
させます。

文化センター講座事
業

省エネルギーをはじ
めとした環境に関す
る講座を開催し、生
活の身のまわりでみ
られる科学とその仕
組みについて学習の
場を提供する。

学び支援課 環境に関するサイエ
ンス講座を開催。 継続

環境に関する講座を開催し
、身近な自然環境について
学習の場を提供する。

・愛知県の間伐材を活用し
た親子木工教室を実施した
。

環境に関する講座を開催
し、身近な自然環境につ
いて学習の場を提供する
。
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基本施策 取組名 取組内容 事務事業名
「取組内容」に踏まえ

た
事業の内容

担当課 「取組内容」を踏まえた
事業の目標

実施区分

年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画 年 度 別 事 業 計 画

2024年度　計画 2024年度　実績 2025年度　計画

環境課

環境課

環境課

事例の情報収集をする。 事例の情報収集をする。

５-２ 環境をみん
なで学ぶ、取り組
む

出前講座による環境
学習機会の提供

東浦町役場の出前講
座において、環境に
関するテーマに町職
員が提供する環境学
習を推進します。

環境保全対策事業

環境学習の機会を提
供するため、環境に
関する出前講座を実
施する。

環境学習機会の提供継続

「ごみの出し方・分け方」、「
身近な河川や水辺におい
て、生物採集やパックテス
トにてその環境を調べる」
等の環境に関する出前講
座の実施

「ごみの分け方・出し方」「
身近な河川や水辺におい
て、生物採集やパックテス
トにてその環境を調べる」
に関する出前講座を行った
。

「ごみの出し方・分け方」、
「身近な河川や水辺にお
いて、生物採集やパック
テストにてその環境を調
べる」等の環境に関する
出前講座の実施

図書館における環境
図書の充実

図書館に環境に関す
る図書を充実させる
とともに、資料の特集
展示などを行います
。

特集展示
環境に関する図書を
集めた特集展示を開
催する。

学び支援課

環境をテーマとした特
集展示をすることで、
環境意識の醸成を図
る。

継続
環境をテーマとした特集展
示を実施する。

SDGｓに関する特集展示を
実施した。（令和４年度～
指定管理者が実施）

環境をテーマとした特集
展示を実施する。

環境活動の担い手の
育成

環境活動を企画・運
営する人材養成の講
座を開催し環境リー
ダーを養成するととも
に、実践活動を行う
機会づくりを支援しま
す。

環境保全対策事業

次世代の環境活動を
企画・運営する環境リ
ーダーを養成する講
座を開催する。

環境活動の担い手の
育成 継続

自然環境学習の森等にて
環境リーダーを養成するた
めの講座を開催

未実施
自然環境学習の森等に
て環境リーダーを養成す
るための講座を開催

環境に関するイベント情
報の集約発信

県、地域や団体が実
施する環境活動の状
況やイベント開催など
の情報を集約し、住
民にわかりやすく一
元的に発信します。

環境保全対策事業

環境学習の機会とな
る環境に関するイベ
ントの情報などを広
報紙やホームページ
で発信する。

環境情報の発信・共
有化

継続

・環境に関するチラシ等を、
パンフレットスタンドや環境
課窓口にて配布
環境に関する最新情報等
をホームページに掲載

・環境に関するチラシ等を、
パンフレットスタンドや環境
課窓口配布した。
・環境に関する最新情報等
を広報紙及びホームページ
に掲載した。

・環境に関するチラシ等を
、パンフレットスタンドや環
境課窓口にて配布
環境に関する最新情報等
をホームページに掲載

５-３ 環境にやさし
い活動や暮らし方
に見直す

環境にやさしい暮らし
方やエコライフの紹
介

東浦町環境配慮指針
（住民編）を普及する
とともに、環境にやさ
しい暮らし方やエコラ
イフについて、住民が
実践している事例や
先進的な取組アイデ
アなどを紹介します。

環境保全対策事業

住民に対し、省エネ
行動を普及させるた
め、ホームページや
広報紙等で「東浦町
環境配慮指針」を活
用した取組情報を発
信する。また、エコラ
イフ実践事例を募集
する。

環境課 環境配慮指針（住民
編）の普及及び実施 新規

・ホームページ等で事業者
へ東浦町環境配慮指針を
PR
・ホームページ等で住民が
実践している環境配慮行動
等を紹介

・ホームページ等で事業者
へ東浦町環境配慮指針を
PRした。
・ホームページで住民が実
践している環境に配慮した
行動を紹介した。

・ホームページ等で事業
者へ東浦町環境配慮指
針をPR
・ホームページ等で住民
が実践している環境配慮
行動等を紹介

環境にやさしい事業
活動や働き方改革の
促進

東浦町環境配慮指針
（事業者編）を普及す
るとともに、環境にや
さしい事業活動や働
き方について、町内
の事業所が実践して
いる事例や先進的な
取組アイデアなどを
紹介します。

環境保全対策事業

事業所に対し、省エ
ネ行動を普及させる
ため、ホームページ
や広報紙等で「東浦
町環境配慮指針」を
活用した取組情報を
発信する。企業から
の実践事例を募集す
る。

環境課
環境配慮指針（事業
所編）の普及及び実
施

新規

・ホームページ等で事業者
へ東浦町環境配慮指針を
PR
・ホームページ等で町内の
事業所が実践している環境
に配慮している取組アイデ
アなどを紹介

・ホームページ等で事業者
へ東浦町環境配慮指針を
PRした。
・町内の事業所から実践し
ている環境に配慮した取組
について、ホームページで
紹介した。

・ホームページ等で事業
者へ東浦町環境配慮指
針をPR
・ホームページ等で町内
の事業所が実践している
環境に配慮している取組
アイデアなどを紹介

環境にやさしい事業
活動紹介

環境にやさしい事業
活動や働き方を実践
している事業所を紹
介する。

商工農政課 事例の情報収集 新規 不明

コンパクトなまちづくり
の推進

環境にやさしいまち
づくりを地域の構造
面から実現させるた
め、東浦町都市計画
マスタープランに基づ
き、歩いて暮らせるコ
ンパクトなまちづくり
を推進します。

コンパクトなまちづくり
事業

各種事業により、コン
パクトの拠点となる鉄
道駅（特に、東浦駅）
について、周辺を含
め、利便性の向上を
推進する。また、立地
適正化計画を策定す
る。

都市デザイン課 コンパクトなまちづくり
を推進 継続

・各種事業により、コンパク
トの拠点となる鉄道駅（特
に、東浦駅）について、周
辺を含め、利便性の向上を
推進する。
・東浦駅西側駅前広場の
工事に着手する。
・立地適正化計画に基づく
届出制度等の施策を運用
し、適切な居住や都市機能
の維持・誘導を図る。

・立地適正化計画に基づく
届出を適正に処理した。
・東浦駅西側駅前広場の
工事に着手した。

・各種事業により、コンパ
クトの拠点となる鉄道駅（
特に、東浦駅）について、
周辺を含め、利便性の向
上を推進する。
・東浦駅西側駅前広場の
工事に着手する。
・立地適正化計画に基づ
く届出制度等の施策を運
用し、適切な居住や都市
機能の維持・誘導を図る
。


